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患者家族に対する情報提供における問題については，平成 19 年度から 21 年度に行
われた厚生労働科学研究「患者・家族・国民の視点に立った適切ながん情報提供サービ
スのあり方に関する研究」 [10]において，（がん）患者が意思決定を行うための『エビデ
ンス情報の理解を助ける支援が不足している』と指摘されている．平成 18 年 10 月に
は，国立がんセンターにがん対策情報センターが設置[11]され，がんにかんする信頼性の
ある情報をわかりやすく提供する取り組みとしてがん情報サービス[12]が始まっている． 
 がん情報サービスは，平成 8 年から国立がんセンターが行っていた[13]情報サービス
を，平成 18 年からがん対策情報センターに移行し，提供されている患者家族を対象と
したサービスである．現在，ここでは，各種がんの解説[14]と併せて，2 種類の用語集を



















































































































































（薬品・化学物質） 74語 55語 14語
比較対象とした




















示す． なお，比率は 100 分率で表わし，小数点第 2 位を四捨五入した． 
 




索引語数 比率 索引語数 比率 索引語数 比率
病名 180 32.8 233 36.1 162 67.2
検査 91 16.6 78 12.1 21 8.7
症状 115 20.9 73 11.3 7 2.9
部位 7 1.2 55 8.5 1 0.4
器具 2 0.4 9 1.4 3 1.2
治療 45 8.2 72 11.1 19 7.9
その他 109 19.9 126 19.5 28 11.6




233 語（36.1%），家庭の医学では 162 語（67.2%）であり，病名に関する索引語は一
般向けの医学書により多く付与される傾向にあることがわかった．検査に関する索引語
については，医家版で付与されている索引語は 91 語（16.6%）であったが，家庭版で



























表 3-1. 目次の対応関係 
医家版 家庭版 家庭の医学
章・項タイトル 章番号 章番号 章・項タイトル 章・項タイトル
呼吸器疾患患者へのアプローチ 63 39 肺と気道の病気の症状と診断
咳 63 39 せき
呼吸困難 63 39 呼吸困難（息切れ）
胸痛 63 39 胸痛
喘鳴（WHEEZE） 63 39 喘鳴
喘鳴（STRIDOR） 63 39 喘音
喀血 63 39 喀血
チアノーゼ 63 39 チアノーゼ
ばち状指 63 39 ばち指
肺機能検査 64 39 肺機能検査
特別な手技 65
胸部画像診断 65 39 胸部の画像診断
胸腔穿刺 65 39 胸腔穿刺術
胸膜の経皮的針生検 65 39 胸膜または肺の針生検
胸腔鏡検査 65 39 胸腔鏡検査
胸腔ドレナージ 65
気管支鏡検査 65 39 気管支鏡検査
経皮経胸腔針吸引 65
縦隔鏡検査 65 39 縦隔鏡検査
縦隔切開 65
開胸術 65 39 開胸術
気管吸引 65 39 吸引40 吸引
気道確保と管理 65
体位ドレナージ 65 40 体位ドレナージ
肺リハビリテーション 65 40 呼吸リハビリテーション
口すぼめ呼吸 65
呼吸不全 66 55 呼吸不全 呼吸不全





表 3-2. 目次の対応関係 
医家版 家庭版 家庭の医学
章・項タイトル 章番号 章番号 章・項タイトル 章・項タイトル





慢性閉塞性肺疾患 68 45 慢性閉塞性肺疾患 慢性閉塞性肺疾患(COPD)
巨大ブラ 68
急性気管支炎 69 41 気管支炎
気管支拡張症 70 47 気管支拡張症 気管支拡張症
無気肺 71 48 無気肺
肺塞栓症 72 46 肺塞栓症 肺血栓塞栓症、肺梗塞症












炎 73 42 カリニ肺炎
真菌性肺炎 73 42 真菌性肺炎
免疫不全宿主における肺炎 73
術後および外傷後の肺炎 73
誤嚥性肺炎 73 42 吸引性肺炎
肺膿瘍 74 43 肺膿瘍
職業性肺疾患 75 49 職業性肺疾患
無機性塵による疾患 75
珪肺症 75 49 珪肺症
炭坑労働者の塵肺症 75
石綿肺症および他の関連障害 75 49 アスベスト肺
ベリリウム症 75 49 ベリリウム症
有機性塵による疾患 75
職業性喘息 75 49 職業性喘息
綿肺症 75 49 綿肺症
刺激性の気体および他の化学物
質による疾患 75 49 ガスおよび化学物質
シックビル症候群 75
肺過敏症 76
過敏性肺炎 76 51 過敏性肺炎 過敏性肺炎





グッドパスチャー症候群 77 51 グッドパスチャー症候群
特発性間質性肺疾患 78 特発性間質性肺炎
特発性肺線維症 78 50 特発性肺線維症







表 3-3. 目次の対応関係 
医家版 家庭版 家庭の医学
章・項タイトル 章番号 章番号 章・項タイトル 章・項タイトル
器質化肺炎を伴う特発性閉塞性細気
管支炎 78 50 特発性器質化肺炎
リンパ球性間質性肺炎 78 50 リンパ性間質性肺炎
ランゲルハンス細胞肉芽腫症 78 50 ランゲルハンス細胞肉芽腫症
好酸球性肉芽腫 78
特発性肺血鉄症 78
肺胞蛋白症 79 50 肺胞タンパク症
胸膜疾患 80 52 胸膜疾患 胸膜の病気
胸水 80 52 胸水 膿胸
胸膜線維症と石灰化 80
気胸 80 52 気胸 自然気胸

























































































































表 5. 索引語の分類（呼吸不全の項） 
医家版 家庭版 家庭の医学











候群」「呼吸停止」参照） 症状 呼吸不全 症状 呼吸不全 症状
高炭酸ガス血症（「呼吸不
全」参照） 病名 不全；肺 症状
換気／血流V/Q不均衡， 低
酸素血における 検査 呼吸不全における；意識 その他
無効の（死腔）；換気 その他 呼吸不全における；閉塞；気道 症状
高炭酸ガス血症；低カルシウ
ム尿性高カルシウム血症 病名 呼吸不全における；胸壁 部位
右‐左シャント；低酸素血症 症状 呼吸不全における；脱力，筋 その他
V／Q不均衡；低酸素血症 検査 不全；肺 症状 I型呼吸不全 症状
呼吸不全における；換気 その他 人工呼吸器 →息；呼吸も参照 治療 II型呼吸不全 症状
呼吸不全における；持続的
陽圧呼吸（CPAP） 検査 酸素分圧 検査
二相性陽圧換気 検査 炭酸ガス分圧 検査
酸素療法；呼吸不全 治療 呼吸不全における；酸素療法 治療
成人呼吸促迫症候群におけ
る；輸液療法 治療











表 6 に示す基準を使用し，すべての索引語の対応関係を判断した． 
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表 7-1. 病名に関する索引語の比較 






庭の医学 索引語；限定語 索引語；限定語 索引語；限定語




同表記 言い換え 言い換え 喘息（「慢性閉塞性肺疾患」参照） 喘息 気管支ぜんそく













同表記 同表記 同表記 気管支拡張症 気管支拡張症 気管支拡張症
同表記 無気肺 無気肺
同表記 中葉症候群 中葉症候群





































表 7-2. 病名に関する索引語の比較 






の医学 索引語；限定語 索引語；限定語 索引語；限定語
同表記 同表記 同表記 過敏性肺炎 過敏性肺炎 過敏性肺炎
言い換え 空調肺 空調病
同表記 同表記 同表記 農夫肺 農夫肺 農夫肺
言い換え コルク肺（コルク労働者肺） コルク労働者の肺
同表記 コーヒー労働者肺 コーヒー労働者肺同表記 コーヒー労働者；肺
異表記 さとうきび肺症 サトウキビ肺症
同表記 セコイア症 セコイア症
言い換え チーズ洗い病 チーズ製造者の肺言い換え チーズ製造者；肺









































































表 8. 検査に関する索引語の比較 


































表 9. 症状に関する索引語の比較 







































 部位に関する索引語は，表 2 に示した通り，医家版より 7 語，家庭版より 55 語，家
庭の医学より 1 語抽出したが，どの組み合わせにおいても対応関係を見出すことはでき
なかった． 








 治療に関する索引語の比較結果を，表 10 に示す． 
 
表 10. 治療に関する索引語の比較 




































 6 分野にわけて，医家版，家庭版と家庭の医学の 3 種の資料を対象として索引語の比
較を行った．索引語の抽出に使用した資料の特徴を明らかにするために，医家版と家庭
版，医家版と家庭の医学，家庭版と家庭の医学の 3 種の組合せについて，索引語の対応





表 11. 医家版と家庭版における索引語の対応関係 
異表記 言い換え 同表記 包含
病名 2 23 39 4
検査 0 2 7 1
症状 3 7 10 0
部位 0 0 0 0
器具 0 0 0 0










 次に，医家版と家庭の医学における索引語の対応関係を表 12 に示す． 
 
表 12. 医家版と家庭の医学における索引語の対応関係 
異表記 言い換え 同表記 包含
病名 0 5 6 1
検査 0 0 0 0
症状 0 0 2 0
部位 0 0 0 0
器具 0 0 0 0















表 13. 家庭版と家庭の医学における索引語の対応関係 
異表記 言い換え 同表記 包含
病名 0 5 11 0
検査 0 0 0 0
症状 0 1 1 0
部位 0 0 0 0
器具 0 0 0 0














表 14. 専門用語と一般用語の比較 
異表記 言い換え 同表記 包含
病名 2 28 45 5
検査 0 2 7 1
症状 3 7 12 0
部位 0 0 0 0
器具 0 0 0 0

















































































かぜ薬抽出語数 98 抽出語数 109
































含嗽薬抽出語数 23 抽出語数 30

























率で表し，小数点第 2 位を四捨五入した． 
 







用語数 比率 用語数 比率
病名 199 18.8 29 14.0
症状 753 71.2 149 72.0
部位 75 7.1 18 8.7
効能 9 0.9 11 5.3
その他 21 2.0 0 0
































































異表記 言い換え 同表記 包含
咽頭炎 咽喉炎  
 
病名に関する用語については，同表記の用語と，包含関係にある用語がほぼ同数認め









 症状に関する用語の比較結果を表 18-1 および表 18-2 に示す． 
 











































咳嗽 せき 咳  
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 部位に関する用語の比較結果を，表 19 に示す． 
 




















異表記 言い換え 同表記 包含
口腔 口 口腔内
消化器 消化器  
 








 効能に関する用語の比較結果を表 20 に示す． 
 








































表 21. 医薬品添付文書から抽出した用語の対応関係 
同表記 異表記 言い換え 包含
病名 6 1 2 8
症状 29 8 16 29
部位 9 0 1 1














































 基本方針に基づき，表 22 に示す 10 機関の情報源について調査を行った． 
 














































項目の一部を表 23 に示す．これは，目次項目のうち， 
・ 医療者向けおよび患者家族向けの両方の情報源に共通して認められた目次項目 




































































その他 その他  
 
 表 24 に示した内容フィルタが作用する情報を提供している機関名を，表 25 に示す． 
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ガイドライン 医療者 ○ ○ ○ ○
病気の概要
医療者 ○ ○ ○ ○
患者家族 ○ ○ ○ ○ ○
病気の原因 患者家族 ○
予防 患者家族 ○ ○
症状 患者家族 ○ ○
検査
医療者 ○
患者家族 ○ ○ ○
診断
医療者 ○ ○ ○ ○
患者家族 ○ ○
治療
医療者 ○ ○ ○ ○
患者家族 ○ ○ ○
生活における注意 患者家族 ○ ○
よくある質問 患者家族 ○ ○ ○ ○
データベース 医療者 ○ ○ ○
その他
医療者 ○ ○ ○ ○























































































































































図 5. サンプル画面① 
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図 6. サンプル画面② 
図 7. サンプル画面③ 











図 9. トップページ 
 
 次のページに，病名の一覧が五十音順に表示される（図 10 参照）．一覧中には「誤嚥
性肺炎」はないが，「肺炎」という病名があるので，それを選択する． 
 







図 11. 肺炎の病名一覧ページ 
 
 肺炎の病名の一覧の中から「誤嚥性肺炎」を選択すると，専門用語と一般用語にわけ
た用語リストが表示される（図 12 参照）． 
 
図 12. 誤嚥性肺炎の用語リストのページ 
 
 用語リストより，一般用語の 1 つを選択すると，一般資料の内容フィルタが表示され
























選択する（図 15 参照）． 
 
図 15. 医薬品の内容フィルタのページ 
 

















































病名 180 45 35 100
検査 91 7 3 81
症状 115 12 7 96
部位 7 0 0 7
器具 2 0 0 2
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